
　3月 5日 ( 金 ) サンゴの日にビーチクリーン等のイベントを開催しました。
　総勢 250 名以上の参加がありました。参加、ご協力いただいたみなさまありがとうござい
ました。
　今後も 3月 5日のサンゴの日には、継続してイベントを開催します。

サンゴの日イベント開催

「サンゴの村宣言」プロジェクトの Sunna ちゃんを
活用したアニメーションの第１話が完成しました。
完成発表会ではアニメ作成ワークショップの参加者

やアフレコを担当した朗読サークル「ぼーの」のみな
さん、恩納保育所の園児約 20名が参加し、Sunna ちゃ
んと一緒に視聴しました。
ワークショップ参加者の佐藤佳代さんは園児に問いかけながら、「サンゴ

が生きていることが伝わってよかった。今後も活動を続けていきたい。」と
話し、また朗読サークルサークル「ぼーの」の吉山佳子さんは、「このよう
な素晴らしいプロジェクトにかかわることができてうれしい。次作が楽し
み」と話した。園児からは「サンゴは何を食べているの？」「サンゴは何で
海の中にいるの？」などの質問があがり、興味を示していました。
このアニメーションをもとにした絵本、アニメーションの第２話が３月

末に完成する予定です。みなさんお楽しみに！

普及啓発アニメーション完成！

こども医療費助成制度
小学１年生から受給者証がオレンジ色に変わります。

○支給方法：現物給付（ピンク色のカード）
　対象年齢：０歳～小学校入学前（未就学児）

〇支給方法：自動償還（オレンジ色のカード）
　対象年齢：小学校入学～高校卒業

現物給付とは
　医療機関窓口にて現物給付の受給者証を
提示することで、医療機関での医療費（保
険診療分に限る）を支払うことなく医療
サービスを受けることができます。

＊保護者の皆さまへ＊
　オレンジ色の受給者証を役場窓口にて交付します。
ピンク色の受給者証をもってお越しください。
※ピンク色の受給者証使用期限は 3月 31日です。

お問い合わせ：福祉課　☎９６６－１２０７

受付場所　福祉課　母子保健係窓口
受付時間　8：30～ 17：15

自動償還とは
　医療機関窓口にて自動償還の受給者証を
提示することで、医療機関で一度支払った
医療費（保険診療分に限る）が指定された
口座へ自動的に振り込まれます。

○出発式（真栄田漁港）
参加者数：約 200名
○サンゴ苗植え付け（真栄田漁港沖）
植え付けたサンゴ苗：350本
○グリーンベルト植え付け（塩屋区農地）
参加者数：約 50名
植付本数：320本（60ｍ）
緑肥播種：約 500坪の畑にヒマワリ、コスモス、ヘアリーベッチを種まき
○ビーチクリーン（真栄田漁港周辺、久良波海岸）
参加者数：約 200名
ゴミの量：2t ダンプ 7台分

サンゴ苗植え付け グリーンベルト植え付け ビーチクリーン

　恩納村の行政相談員を６年務めてこられた名城淳一氏の後任として、比嘉
直志氏が、令和３年４月１日付けで行政相談委員として委嘱されました。

●行政相談委員

●人権擁護委員

行政相談委員とは？
　行政相談委員法に基づき、総務大臣から委嘱され、国・県・役場等の
仕事について困ったことなどを公正で中立な立場に立って話を聞いてく
れる人のことです。

　恩納村の人権擁護委員として貢献された當山君子氏と小谷久美氏の後任として、令和３年
１月１日付けで金城尚子氏と松崎直子氏が人権擁護委員として委嘱されました。

人権擁護委員とは？
　人権擁護委員法に基づき、法務大臣から委嘱された人権擁護委員は、人権思想を広め、
地域の中で人権が侵害されないように配慮して人権を擁護していくこととして、公正で中
立な立場に立って話を聞いてくれる人のことです。

行政相談委員・人権擁護委員に委嘱されました！！

アニメーションは
こちらから

2021.42021.4 1415


